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2020 年度 事業報告 

2020 年 4 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日まで 
 

１．事業報告 

1.1 事業の概要 

(1)当年度は、4 月 6 日に研究助成(S)の助成金を交付し、6 月 2 日からは研究助成

(A)(B)(C)の助成金交付を開始しました。 

(2)5 月 15 日に立石賞受賞者 2 名に対し、顕彰金の授与を行いました。 

(3)コロナ禍により第 6 回（2020 年度）立石賞表彰式・記念講演は順延とし、2020

年度助成金贈呈式は、「2020 年度助成金バーチャル贈呈式」とし 5 月 18 日か

ら 7 月 31 日までの期間、ウェブサイト上で公開しました。 

(4)前期国際交流助成は、コロナ禍により開催形態がオンラインとなった国際会議

参加者 1 名に対し 6 月 26 日に助成金を交付しました。同助成では他 5 名が、会

議延期や所属機関の海外派遣の見合わせの方針により辞退されました。 

(5)4 月から 6 月まで後期国際交流助成、国際会議開催助成の公募を行い、7 月か

ら 8 月にかけて選考し、9 月 9 日理事会にて承認しました。これを受け 10 月 1

日から該当の助成金の交付を開始しました。 

後期国際交流助成でも短期在外研究の 1 名が、コロナ禍による所属機関の海外

派遣の見合わせの方針により辞退されました。 

(6)次年度の助成は、8 月から 9 月に研究助成(S)、9 月から 10 月に研究助成(A)(B)(C)、

10月から 12月には前期国際交流助成の公募を行いました。 

(7)10 月から 1 月にかけて次年度の研究助成、前期国際交流助成を選考し、2 月の 

理事会でその結果を承認しました。 

(8)10 月には前年度の助成成果を中心に編集した助成研究成果集【第 29 号】を発刊

し、国公立図書館をはじめ、全国の大学と付属図書館、研究機関および過去助成

者に寄贈しました。 

(9)当年度に支出した顕彰金と助成金は以下のとおりです。 

 

立石賞          2 件     小計 10,000 千円 

研究助成(S)            2 件      小計 59,991 千円 

研究助成(A)           34 件      小計 92,761 千円 

研究助成(B)            3 件      小計 17,140 千円 

研究助成(C)            9 件      小計 11,772 千円 

国際交流助成(前期/後期) 4 件         小計  1,424 千円 

国際会議等開催助成    11 件      小計 11,000 千円 

               合計   204,088 千円 

190,061,787 円 
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1.2 収支の部 

(1)収入は、予算額 262,000 千円に対して、決算額は 236,428 千円（予算比 90.2％）

となりました。 

主な収入は、オムロン株式会社株式の配当 220,500千円、特定資産運用益 13,427

千円、オムロン株式会社およびオムロン関連会社の計 5 社からの寄付 500 千円

です。 

雑収入では 2019 年度の国際会議開催助成においてコロナ禍による順延などの

ために 2 件の助成辞退が発生し返金が 2,000 千円ありました。 

(2)支出は、経常費用予算額 273,000 千円に対し決算額は 242,096 千円(予算比

88.7％）となりました。 

内、事業費は予算額 255,000千円に対し決算額は 230,834千円(予算比 90.5％）

となりました。助成事業運営費は予算額 33,000 千円に対し決算額は 22,894 千

円(予算比 69.4％)であり、コロナ禍による贈呈式の開催形態変更や選考委員会

のオンライン開催や助成金受領者への訪問がなくなったことにより、贈呈式運

営費や旅費交通費を中心に低い水準になりました。 

一方、管理費は予算額 18,000 千円に対して決算額は 11,262 千円(予算比

62.6％)となました。コロナ禍により理事会・評議員会の開催を書面決議もし

くは電話会議での開催としたため、会議費・旅費交通費を中心に低い水準にな

りました。 

 

1.3 投資活動の部 

基本財産であるオムロン株式会社株式の配当収入は 1 株当たり 84 円/年とな

り、予算 84 円/年の通りとなりました。また、事業運営資産 11 億円の運用益

は、13,397 千円(予算比 124.9％)となりました。 

この結果、事業積立資産は期首 160,000 千円から変化はなく、当期増減は予

算額▲30,000 千円に対し 0 円(予算差 30,000 千円)となりました。 

 

以上の結果、期末資産は以下のようになりました。 

 

流動資産                                     11,498 千円 

基本財産（オムロン株式会社株式）       22,680,000 千円 

（262 万 5 千株、3 月 31 日終値 単価 8,640 円／株で計算） 

特定資産（事業運営資産）有価証券       1,100,000 千円 

特定資産（事業積立資産）預貯金         160,000 千円 

 その他資産                            0  円    

資産合計                  23,951,498 千円 
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事 業 報 告 附 属 明 細 書 
 

 

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条に規定する 

事項は存在しません。 

 

 

 

  


